
１　在校時の対応






　　　　　正当な理由
　　　　　　　　　　なし


　　　　　　　　　退去しない







　　　　　負傷者が
　　　　　いる　

いない



２　登下校時の対応





　　　　　　　　緊急対応が
　　　　　　　　　必要
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　






　　　　　　　　確保されて
　　　　　　　　いない




不審者発生時の対応





＜不審者情報の共有＞


不審者情報は、警察や教育委員会に報告し、学区内のパトロールの強化や近隣の学校等への情報提供を行う。





関係者以外の学校への立ち入り





○複数の教職員で対応し、不審者かどうかを見分ける。


　→　不自然な言動や行動及び暴力的な態度は見られないか。凶器や不審物を持っていないか。　等


　※正当な理由がある場合には、受付に案内し、来校者証を身に付けてもらう。


　※声を掛けるなどにより、不審な言動があれば迷わず１１０番通報する。





不審者かどうか





○他の教職員に協力を求める。


　→　自身の安全確保のため、適当な距離をとる。原則、一人で対応しない。


○言葉や相手の言動に注意しながら、退去するように丁寧に説得する。


　→　毅然とした態度で対応し、児童生徒等がいる場所に不審者を向かわせない。


○退去後も監視を続ける。


　→　敷地外に退去したことを見届ける、昇降口等の施錠、警察や教育委員会への連絡


地区内のパトロール、近隣学校等への情報提供　等





退去をもとめる





○警察（１１０番）への通報、教育委員会への緊急連絡及び支援要請


○校内への緊急連絡、児童生徒等を避難させるかの判断（避難を指示する場合は、あらかじめ決めておいた文言による緊急放送を行う）


○事故等の状況及び情報を正確に把握・整理する。


○対応や措置を迅速かつ的確に判断し、職員及び関係者で機能的に行う。


　※不審者の確保は警察に任せ、警察が到着するまで安全確保を優先する。





通報する





○防御（暴力の抑止と被害の防止）する


　→　児童生徒等から注意をそらせ、不審者を児童生徒等に近づけない。


　※さすまた、机・いす、消火器、防犯ブザー　等


○不審者を隔離する（別室に案内する）


　→　児童生徒等から遠い場所に案内（隔離）する、複数の教職員で対応する、案内する際は安全を確保して不審者の行動が見える距離をとる、別室では不審者と職員は安全が保てる距離を確保する、出口の扉は開放しておく　等


○児童生徒等の安否確認及び避難誘導


→　安否確認を行い、児童生徒等を落ち着かせ安全に避難誘導する。不審者と接触するおそれがある場合は、教室等で待機させる。





児童生徒等の安全確保





負傷者がいるか





○応急手当、救急車（１１９番）の要請


　→　負傷者が発生した場合には、応急手当を行い、速やかに救急車を要請する。





手当と救急要請





〇事故等の概要を整理


○状況に応じた児童生徒等の心のケア


○保護者等への説明　


○報告書の作成、災害共済給付等の請求


○教育再開の準備及び事故等の再発防止対策の実施





事後の対応や措置





不審者発生時の対応





学校への第一報





＜把握する情報＞


○いつ・どこで・誰に・どのようなことが起こったか


○１１０番・１１９番通報をしたか、負傷者はいるか、周囲に他の児童生徒等はいるか


【緊急対応が必要な状況】


○事故等の状況及び情報を正確に把握・整理する。


・凶器を持った不審者が通学路の近くでうろついている。


・登下校中の児童生徒が不審者に襲われ怪我をした。


・不審者が登下校中の児童生徒等に声を掛け、連れ去ろうとした。


・金品を奪われている。


・校区内や周辺で凶悪な犯罪が発生し、解決していない。


○対応や措置を迅速かつ的確に判断し、職員及び関係者で機能的に行う。


【必要がない場合】


○状況に応じて、警察や教育委員会に通報及び保護者や地域のボランティア等と連携して防犯パトロールを強化する。





緊急対応が必要か





児童生徒等の安全確保





※全職員で情報を共有し、役割分担に基づいて具体的な対応を行う。


○警察への通報（１１０番）、負傷者がいる場合には１１９番通報する。


○保護者や地域住民等の支援を受けて、児童生徒等の安全確保を図る。


○現場（病院等を含む）に急行し、情報収集と整理を行う。


　→　児童生徒等の現状：安否確認、負傷者の状況


　　　不審者の状況：不審者が近くにいると考えられる場合は、警察が到着するまで児童生徒等の安全を確保し、状況を常に確認する。


○教育委員会への第一報と支援要請を行う。


○被害に遭った児童生徒等の保護者に連絡する。





不審者が


確保されているか





○安全が確認されるまでは、児童生徒等の保護と登下校時の安全確保の取組を行う。


・登校前の場合　→　必要に応じて自宅待機


・下校前の場合　→　安全が確保されるまで学校に待機


・登下校中の場合　→　地域住民・保護者・地域のボランティア・警察・教育委員会等への支援要請


○保護者への引渡しや保護者等の引率による集団登下校等を行う。


○警察によるパトロールを要請する。


○保護者・地域住民・地域のボランティア・地域防犯団体等に防犯パトロールを依頼する。





登下校の安全確保





〇事故等の概要を整理


○状況に応じた児童生徒等の心のケア


○保護者等への説明　


○報告書の作成、災害共済給付等の請求


○教育再開の準備及び事故等の再発防止対策の実施





事後の対応








